
１　管内の概要

２　人口

　（１）世帯数・人口・高齢化率

総数 男 女 県内順位

大分県     496,962  1,124,983     534,247     590,736 33.1%

管内      34,672      85,142      40,461      44,681 37.2%

日田市      25,464      62,031      29,368      32,663 35.8% 13位

九重町        3,442        8,701        4,142        4,559 45.3% 4位

玖珠町        5,766      14,410        6,951        7,459 38.9% 10位
資料：人口・世帯数は、県統計調査課「大分県の人口推計」　人口は不詳者含む

　（２）人口推移

　（３）年齢3区分別人口割合の推移

(2)(3)の資料：昭和55年～平成22年は総務省統計局　国勢調査（人口総数）
　　　　　　 令和12年～令和22年は国立社会保障・人口問題研究所　日本の地域別将来人口推計（平成30年3月推計）
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日田市 83,880 81,580 77,369 70,940 67,419 62,031 52,651 43,656

九重町 14,407 12,848 11,566 10,421 9,718 8,701 7,311 5,882

玖珠町 22,775 20,907 18,988 17,054 15,895 14,410 11,959 9,625
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○いずれの市町でも人口は減
少しています。
昭和55年から令和2年まで
に、日田市では約26％、九
重町では約40％、玖珠町で
は約36％減少しています。

○昭和55年と比較して、2040
年までに、日田市では約
48％、九重町では約60％、
玖珠町では約58％の人口減
少が予想されています。
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◆大分県西部保健所

〒877-0025 日田市田島2-2-5
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◆大分県西部保健所 地域福祉室
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○0～14歳の年少人口と15～
64歳の生産年齢人口の割合
が減少し、65歳以上の老年
人口の割合の増加が予想さ
れます。



３　人口動態

　（１）出生・死亡

実　数
率

 [人口千対]

2,500ｇ
未満の実数

[再掲]
実　数

率
 [人口千対]

大分県 7,624  6.8  767 14,614  13.0

日田市  399  6.4  34 938  15.0

九重町  41  4.6  3  144  16.3

玖珠町  73  5.0  6  240  16.5
資料：厚生労働省「人口動態統計」

資料：厚生労働省「人口動態統計」

　（２）出生数・合計特殊出生率

資料：厚生労働省「人口動態統計」
　　   市町の合計特殊出生率：県福祉保健企画課調べ（その年次を含む前５年間の平均値）

出生 死亡

令和元年

いずれの市町も、死亡数が出生数を大きく上回っており、県と比べて人口千人あたりの死亡率が高く
なっています。高齢者の死亡数増は避けられず、出生数が増えない限り、自然減の傾向は今後も続い
ていくものと考えられます。

合計特殊出生率とは、1人の女性が一生の間に産む子どもの数を表す指標で、人口を維持するためには
2.07以上が必要です。管内の合計特殊出生率は県よりも高い数値で推移しており、県内順位は、日田
市3位（1.87）、九重町2位（2.39）、玖珠町5位（1.74）で、日田市と玖珠町では人口を維持するため
の値を下回っています。
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　（３）令和元年主要死因別死亡割合

　（４）令和元年主要死因別死亡率（人口10万対） 令和元年

大分県 管　内
死亡率 死亡率 実 数 死亡率 実 数 死亡率 実 数 死亡率

総　数 1301.3 1537.1 938 1497.4 144 1627.1 240 1654.0
悪性
新生物 326.4 377.9 238 379.9 34 384.2 53 365.3
心疾患 191.1 255.8 163 260.2 22 248.6 35 241.2
脳血管性疾患 105.6 131.4 79 126.1 12 135.6 22 151.6
肺　炎 94.9 105.8 61 97.4 12 135.6 18 124.1
腎不全 30.5 29.1 22 35.1 0 0.0 3 20.7
老　衰 107.9 118.6 55 87.8 8 90.4 39 268.8
不慮の事故 41.6 60.5 33 52.7 9 101.7 10 68.9
自　殺 15.1 17.4 11 17.6 3 33.9 1 6.9
(3)(4)の資料：人口動態調査都道府県標準結果（県福祉保健企画課）　注：率は人口10万対　　

　　　　

　（５）標準化死亡比

資料：大分県健康指標計算システム（県福祉保健企画課）H27～R1年の平均

日田市 九重町 玖珠町

玖珠町九重町日田市

死因別の死亡数では、いずれの市町も上位５疾患（悪性新生物、心疾患、
脳血管疾患、肺炎、老衰）が全死亡数の６～７割を占めており、全国の
死因上位5疾患と同様です。
また、管内は共通して死因1位が悪性新生物ですが、2位以降は各市町で異なる結果となっています。

死亡の状況は年齢構成に影響されるため、年齢構成を調節した指標「標準化死亡比」を用いて比較します。
（この数字が100よりも大きければ、全国よりも死亡率が高い自治体であると考えられます。）

日田市では、男性は脳血管疾患、肺炎、女性は脳血管疾患、老衰で死亡する方が統計的に多いことが分かります。
九重町では、女性は老衰で死亡する方が統計的に多いことが分かります。
玖珠町では、男性では老衰、女性では脳血管疾患、老衰で死亡する方が統計的に多いことが分かります。
また、男性では心疾患で死亡する方が統計的に少ないことが分かります。

注 : グラフの上側に、ポアソン分布からの
有意差検定結果を次のとおり表している。

＊＊１％の危険率で有意に期待死亡率と差がある
 ＊  ５％の危険率で有意に期待死亡率と差がある
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４　平均寿命とお達者年齢（市町村別）

　（１）平均寿命とお達者年齢の差

（２）市町村別お達者年齢ランキング

資料：大分県健康指標計算システム（県福祉保健企画課）H26～30年の平均

(1)(2)の資料：厚生労働省「人口動態調査」の調査票情報を利用し大分県健康指標計算システムで集計（H27～R1平均）

○平均寿命
「平均寿命」は、0歳の子どもが何年生きられるかを示すもので、都道府県の数値は国が5年毎に公表しています。
市町村の平均寿命も5年毎に国が算出していますが、大分県では独自に算出(※1)し、毎年公表(※2)しています。

○健康寿命
「健康寿命」は、健康で過ごせる期間を示したものです。国が算出する「健康寿命」は、国民生活基礎調査の結果
を基に「日常生活に制限のない期間」を算出したもので、全国値と都道府県の値が3年に1回公表されます。
平均寿命と健康寿命の差は、健康ではない期間を意味するので、この期間をなるべく短くすることが必要です。
なお、市町村では人口規模が小さく、国と同様の調査による「健康寿命」の算出は困難なため、類する指標として
｢お達者年齢｣(※3)を大分県が毎年公表(※2)しています。

※１ 「毎月流動人口調査報告」等から算出
※２ 人口規模が小さく単年度では精度が低くなるため、5年間平均値を使用
※３ 「要介護2以上に認定を受けていない方」を健康として定義

管内は男性よりも女性の方が平均寿命及びお達者年齢ともに長く、平均寿命とお達者年齢の差は、男性で約1～1.5
年、女性で約3年前後となっています。
九重町と玖珠町のお達者年齢は男女とも大分県平均よりも長くなっていますが、日田市は低くなっています。
元気に生活するためには若い頃からの健康づくりの取組、高齢者の介護予防が大切です。
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